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栃木県にはツキノワグマが生息 

｢庭のトウモロコシがクマに食べられた｣、｢夕方、近所の道路をクマが横切っ

た｣、｢山菜採りに行ったらクマがいた｣。毎年県内では、こんなことが起きてい

ます。皆さんは、クマに出会ったらどう思うでしょうか。 

第６号 
完熟トマト号 

お盆のお墓参りに出かけた集落の墓地で。 

惣吉：おう。寅やんとこ、初盆だっけ？ 

寅次：そーなんだわ。墓もきれいにすっぺと思ってこないだ草

とったんだけっと、たーぢまぢだわな＊。 

惣吉：そーいや、こないだおらげの裏の畑にクマが出てよ、ト

ウモロコシが荒されっちゃったんだわ。 

寅次：あんなとこにクマが出んけ？ 

惣吉：初めてだど。孫に食わせっぺと思ってたんだけっど、だ

ーめだな、今年は。 

寅次：おっかねーわなあ。  

＊たーぢまぢだわな：たちまち（生えてしまう）ですね

クマが出た、どうする？

 

ツキノワグマ 
（センサーカメラによる撮影） 
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クマはシカやイノシシ
に比べ、絶滅しやすい
動物である 

豊富な自然の残る栃木県には、

北西部の山間地域を中心に、平野

部に接するいわゆる中山間地域ま

で、クマが広く生息しています。 

県内の生息数は、平成 15 年度か

ら 16 年度にかけての調査の結果、

180～495 頭と推定されています。

クマは、シカやイノシシなどに比

べ、元々個体数が少ない上に繁殖

力が弱く、捕獲をしすぎると絶滅し

やすい動物であると言えます。 

 
 
 
 
 
 

クマは人を襲うのか？ 

クマは普通、人間を避けて行動してい

ます。万が一出会ってしまっても、刺激

をしない限り一方的に攻撃してくるこ

とはまずありません。鈴を携帯するなど

人間側の注意で、不幸な出会いの多くは

回避できます。 

誘引物の除去も重要 

クマが出没する場合、何か誘引するも

のがそこにあることが多いようです。こ

の誘引物の除去が重要ですが、方法につ

いては次号以降にお知らせします。 

狩猟免許出前講座を開催 

狩猟の役割や面白さ、狩猟免許の

とり方などについて、出前講座を開

催します。 

とき：11 月 9 日（日）13:30～16:00

ところ：栃木県林業センター 

（宇都宮市下小池町） 

受講料：無料 

問合せと申し込み：県自然環境課 

（電話 028-623-3261） 

※イノシシ鍋の試食もあります。 

図 栃木県内のツキノワグマ生息確認区域 

環境庁(1979)・栃木県(1994・2002)及び狩猟捕獲報告、有害鳥獣捕
獲許可事例より 


